でば かに 人が いいから、 頼む となんで もかん でもそう 

してやらなければ ならん と 心得て るから やりきれない。 

中に 立つ てる 者 はありが た 迷惑 だ。」 と 言つ てるう ち 

に 上着 を 着て しまう、 いつ 大 森が ベル を 押した か、 女 

中が はいつ て 来た。 

「これ は 奇妙 不思議 だ、 中 西へ 手紙 を やろうと すると、 

ちょう 

お 蝶さん が やって来る、 争えん もの だ、」 と大 森が 十 

七 八の 小娘に 手紙 を 渡す 〔# 底本で は 句読点な し。 20-2 

「ァラ また あんな 事 をお ッ しゃる、 中 西さん なんかな 

ん でもない ヮ、 ほんと にあた しく やしい わ、 みんなし 

てから かうん だもの」 と 手紙 を ふんだ くるよう に 取つ 



て 「いい わ、 そんな 事 をお ッ しゃるなら このお 手紙 を 

どっかへ うつち やって しまう から。 」 

「ィャ あやまった、 それ は 大切の 手紙 だ、 うつち やら 

れて たまる もの か、 すぐ 源 公に 持た してやって おくれ。 

ちょ-つ 

お 蝶さん はいい 子 だ。」 

くるま 

「蝶ち やん はいい 子 だ、 ついでに 人車 を。」 と 客が 居ず 

まい を 直して あいづち を 打った。 

「田 浦さん、 はげが 自慢に やなりません よ」 と 言い 捨 

てて 出て 行った。 

まもなく 車が 来て 田 浦 は 帰り、 続いて 大森も 美麗な 

やどぐ る ま 

宿 車 で 威勢よ く 出て 行った。 



けれども 電話口で は 威勢の よい 声で 話 をして、 「そ 

れ ではす ぐ 来て ください」 と 答えた。 

室に かえると またも ごろ リと 横にな つ て 目 を 閉じて 

いたが、 ふと 右の 手 を あげて 指で 数 を 読んで 何 か 考え 

ている ようであった。 やがて その 手が ばた リ 畳に 落ち 

たと 思う と、 大 いびき を かいて、 その 顔 はさながら 死 

人の ようであった。 

(終) 
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